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本校では昨年末に「人間関係づくり」プロジェ
クトを立ち上げ、生徒の人間関係づくりに力を入
れて取り組んでいます。このプロジェクトを通し

て、人間関係づくりに悩んだり戸惑ったりする生
徒を一人でも減らし、不登校傾向生徒の未然防止
にも役立てたいと考えています。
３日（金）午後、(株)秋田官公学生服の〇〇〇

さんに、「ＰＥＰ ＴＡＬＫ！」～やる気を引き出

す言葉の力～という演台で講演をしていただきま
した。〇さんは年間70回以上、全国各地で講演を
行っている方で、本校でも昨年度末、新入生の保
護者を対象に講演をしていただきました。
各学年の生徒の感想を紹介します。

○１年生
・「過去や他人は変えられないけど、未来と自分は
変えられる」という、前へ進んでポジティブに
考えることが理想的でいいなと思いました。

・自分はよく失敗することがあります。けれども、

それは自分が前へ進もうとしている証拠と考え、
生活していきたいと思います。

○２年生
・今回のお話を聞いて、考え方一つで、こんなに
も自分の世界が変わるんだなと思いました。普
段から自分自身、他の人に対してポジティブな

考え方で接して、毎日をやる気に満ちあふれた
ものにしていきたいと思いました。

・私は挑戦する時によくためらってしまうことが
あるので、失敗しても成功しても、まずは挑戦
することを大切にしたいです。

○３年生
・今日のペップトークでは、言葉の大切さを改め
て実感することができました。講演から学べる
ことがたくさんあったので、私にとってすごく
ためになる機会になりました。

・言葉で傷つく時もある、嬉しくなる時もあるの
で、人の気持ちを考え、自分がやられたらいや
な事を他人にしないようにしたいです。

【講演の様子】

「人間関係づくり」プロジェクト

６日（月）午前、南教育事務所仙北出張所の所
長さんを始め事務所関係者４名と、教育長さんが
本校を訪れ、授業を参観しました。

授業に関して、お褒めの言葉と一緒に、これか
ら注意してがんばってほしいことなどの助言をい
ただきました。その中で「先生たちが生徒を大切
にしようとする学校の雰囲気を感じた」という所
長さんの言葉をうれしく受け止めました。

さっそく、教えていただいたことをプリントに
まとめて全職員で共通理解を図り、翌日からの授
業改善に役立てています。これからも、生徒のよ
りよい成長を支援できる職員集団であり続けられ
るよう、「心ひとつに」がんばっていきたいと思い

ます。

【授業参観の様子】

７日（火）１時間目に２年生、２時間目に３年

生が英検ＩＢＡ（Institution Based Assessment）
を受検しました。
英検ＩＢＡは県の「AKITA英語コミュニケーショ

ン能力強化事業」として全県の中学校２・３年生
を対象に、一斉に行われる検査です。グローバル

社会で求められる英語力について、信頼性・妥当
性のある評価により、その達成状況を把握し、各
学校の課題等を明らかにして、今後の指導の改善
に役立てるために行われます。
「将来、英語は必要だよ。役立つよ！」と言っ

たことに対して「スマホも翻訳機もあるから大丈
夫ですよ！」と生徒に切り替えされ「・・・」。い
ろいろな考え方があると思いますが、顔を見合い
ながら会話できる楽しさをこれからも授業などで
味わって、英語の勉強もがんばりましょう！

【初めて英検ＩＢＡを受検する２年生の様子】

所長等による学校訪問

英検ＩＢＡ


